







白 石 和 行
昨年11月14日,観測船 「しらせ」に乗 って東
京港 を出港 した第40次南極観測隊の夏隊20名と
オブザーバー6名(交 換科学者3名,大 学 院学生● 2名,環 境庁1名)は,3月21日 に シ ドニ ーに帰
着 し,同 月28日 に空路 帰 国 した.現 在昭 和基 地
で は宮 岡宏越 冬 隊 長 ら40名 の 隊員 が 越冬 生活 を
送 って い る ところ であ る.
以下 に40次 夏隊 の行動 の概 要 を報 告す る.
「しらせ 」 は往 路,オ ー ス トラ リアの フ リー マ
ン トル港 で物 資の 補給 を行 ったが,出 港前 夜 にオ
ー ス トラ リアの観 測船 「オー ロラ ・オース トラ リ
ス」号 が ブ リ ッツ湾 におい て プロペ ラ故 障の ため
に立 ち往 生 してお り,救 援 要 請 があ りそ うだ との
情 報 を得 た.12月4日,「 オ号 」救 出の正 式要 請
を受けたため,関 係機関 との連絡や船脚 を早める
などの慌 ただ しい動 きがあったが,海 上重力 ・地
磁気,大 気微量成分等 の航走 中の観測 は もちろ
ん,中 層 フロー トの放流,39次隊が 設置 したセ
デ ィメ ン ト・トラップの揚収 と新たな トラップの
係留 を始めとする海洋生物や海洋物理 ・化学の停
船観測 も12月11日までにすべて終えることがで
きた.こ のほか,オ ース トラリアから依頼のあっ
た気象観測用 ブイ2基 を南 大洋 に投 入 した.そ
?
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の 後,18日 未 明 まで は 「オ号 」 救 出 の 活動 に宛
て られ,成 功 裏 に任 務 を終 えた.12月21日,ア
ム ンゼ ン湾 トナー 島 に地 学調査 隊(オ ブザ ーバ ー
を含 め13名)の 第1便 を送 り,24日 までの 間 に
2機 の調査 隊用 小 型ヘ リコ プター を含 む物 資 約65
トンを輸送 す る と ともに,ベ ー スキ ャ ンプの 整備
や 水位 計観 測 等 を行 っ た.
12月26日に昭和 基 地 へ の第1便 を発 し,引 き
続 き夏期 建 設準備 作業 等 の隊員 と緊急 物 資 を,ま
た,ラ ングホ ブ デ袋浦 へ のペ ンギ ン調査 隊,Sl6
へ の6名 の 夏 期 内 陸 旅 行隊 員 と旅行 物 資 約35ト
ンを空輸 した.12月28日 午後,昭 和 基 地へ の接
岸 に成功 し,た だ ちに貨油 のパ イプ輸 送 と大型 物
資 の氷上 輸 送 を開始 した.昭 和基 地へ の本 格空 輸
は1月3日 か らと したが,1月 上 旬 の平 均 風 速 が
観 測 史上 第1位,日 照 時 間 に い た っ て は 白夜 の
季 節 に もか かわ らず,10日 間 で わず か28.9時間
しか ない とい う悪 天 のため に輸 送 は はか ばか しく
はいか なか った.そ の ため,多 くの物資 を氷 上輸
送 に切 り替 えざる をえ な くな り,そ の量 は140ト
ンに達 した.夏 期 建設 作業 と して は,300KVA発
電機 の設 置,通 路建 設,旧 居住 棟移 設,太 陽光 発
電 や汚 水 処 理棟 の設 備 工事,第1HFレ ー ダー と
MFレ ー ダー の建設 な どが あ ったが これ らの進捗
も悪 天の た めに遅 々 と して いた.昭 和基 地へ の総
量954ト ン(貨 油 を 含 む)の 物 資 輸 送 は1月14
日に よ うや く完 了 した.
ところが,昭 和基 地へ の輸送 に悪 戦苦 闘 して い
た1月10日 に トナ ー島 ベ ー ス キ ャ ンプ か ら,強
風 に よるヘ リコ プ ター破損 の報 告が あ った.そ の
ため,緊 急事 態 対処 計画 にのっ とり,今 次隊 で の
アム ンゼ ン湾 地域 での 地学 調査 を打 ち切 り,「 し
らせ」 をア ム ンゼ ン湾 に回航 して隊 員 と物 資 を収
容 す るこ とに した.ま た この行動 期 間中 の沿岸 調
査活動 はすべ て休 止 と した.収 容 は天候 に恵 まれ
て順調 に行 われ,「 しらせ 」 は1月25日 に再 び リ
ュ ツ ォ ・ホ ルム湾 に戻 った .
昭和 基 地で の夏期 観測 の大 きな オペ レー シ ョン
と しては,回 収気 球 実験,新 たな水位 計 の設置 な
どが あ り,こ れ らはア ム ンゼ ン湾 回航 の前 後 に実
施 した.2月1日 に 第39次 隊 との越 冬 交 代 を行
っ た が,昭 和 基 地 で の作業 は2月14日 の 新 発 電
機 へ の電 源切 り替 え を もっ て よ うや く山 場 を越
え,2月20日 の最 終便 ぎ りぎ りまで続 い た.
昭和 基地周 辺 地域 での野 外調査 として は,ラ ン
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グホブデ にお いて,ペ ンギ ン生態 調査 や潜水 によ
る湖沼 調査 をは じめ,リ ュ ツ ォ ・ホルム湾沿 岸露
岩域 で の,基 準 点 測量,地 震 ・　GPS観測,湖 沼
水 ・土壌 調査,地 質 ・地形調 査,海 氷 上で の海洋
観 測お よび海 氷調 査等 を行 った.多 くの調査 がア
ム ンゼ ン隊 収 容 後 の2月 以 降 に実 施 され ,野 外
調 査 は2月17日 に終 了 した.ド ーム ふ じ観 測拠
点への 夏期 内陸旅 行 は,往 路 で雪 上車 の故 障 に悩
まされ つつ も,深 層掘 削孔 へ の高密 度液封 入や ル
ー ト沿 い に お け る積雪 観 測
,　GPS観測,気 象観
測等 を実施 し,2月11日 にS16に無事 帰投 した.
復路 で は,24時 間観 測 を含 む停船 に よる 海洋
観測 を継続 実施 した.プ リ ンス ・オラ フ海岸 沖 に
お け る海底 地形 測 量 及 び プ リ ッッ湾 で の 海底 地
形 ・重 力 ・地磁 気 の集 中観 測 は悪 天候 と氷状 にか
んが み縮 小 して実 施 した.3月2日 に 中 【II基地
(中国)に 設 置 され てい る オー ロラ観 測装 置の 点
検 と ロ シア ・中 国 ・オー ス トラ リア の3国 で 計
画 中の 氷床 上 の滑 走路 予 定 地の 調 査 を行 うた め,
39次と40次隊 員及 び オブザ ー バ ーの うち8名 が
OH6D小 型 ヘ リコ プ ター に よ り中 山基 地 に行 き,
1.5～3時間 あ ま り滞 在 した.内2名 は ロ シア の
プロ グ レス 基 地 も訪問 した.定 点Bで は往路 に
係留 したセ デ ィメ ン ト ・トラ ップ の揚 収 に成 功
し,あ らた な係留 系 の 設置 も行 っ た.東 航 中 は
XBTの 集 中 観 測 を実 施 し,東 経150度線 に至 っ
た後 は北上 し,　XBT　・　XCTDの 集 中観 測 を実 施
しつ つ3月16日 に南緯55度 を通過 し,シ ドニ ー
港 へ の入港 は予 定通 り3月21日 であ っ た.
上述 の よ うに,今 次隊 で は悪 天候 による苦労 が
多か った.こ れ は大 陸の 高気圧 の張 り出 しが例 年
よ り弱 く,低 気圧 が 大陸 沿岸 に沿 って通過す る こ
とが 多か ったため であ る.こ う した予 想が た ちに
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くいのもまた南極の現実であるが,不 測の事態に
備 えることの大切 さが身に染みたこ とであ った.
さて,近 年,南 極地域 の環境保護に関する議論
が盛 んであるが,第40次 隊か らは本格 的に 「環
境保護 に関する南極条約議定書」及び 「南極地域
の環境の保護に関する法律」の主旨に沿 って行動
することになった.そ のため,持 ち帰 った廃棄物
は当初予定 を大 き く上 まわ り,185トンを数 え
た.こ の中には夏の建設作業で生 じた多量の梱包
材,廃 材 も含 まれる.な お,ト ナー島ヘ リコプタ
ー拠点及び リーサーラルセン山キャンプでの使用
済み燃料 ドラム等の廃棄物 はすべて持 ち帰った.
今後もこうした作業量は増大 しこそすれ減 ること
はないだろう.
ところで,今 回の旅を振 り返 ってみると,相 変
わらず,夏 の基地作業は観測隊員 と 「しらせ」乗






最後 に,こ れ までの第40次隊の活動 に対 し,
ご協力いただいたあらゆる方面の関係各位 にお礼
を申しあげる とともに,現 在 もなお昭和基地で観





宮 本 正 道
平成10年4月か ら国立極地研究所 に,南 極領
有研究センターの設置が認め られた.こ のセンタ
ーは明石分類研究分野 と限石進化研究分野の専任
分野 と客員の限石研究分野か ら成 り,教授1名,
助教授2名,助 手2名 の研究所ス タッフと,客 員
の教授,助 教授各1名 の体制 となった.さ らに,
分析機器購入の予算 も認められ,二 次 イオン質量
分析(SIMS)　,走 査型電子顕微鏡(SEM)が 備
え られた.平 成10年度は,小 島助教授が第39次
南極地域観測 隊に参加 し阻石探査 を行 ってお り,
セ ンター長の白石教授は第40次隊の隊長 として,
平成10年11月か ら11年3月まで不在 であった
ため,平 成ll年4月 か ら本格的 に始動 するこ と
となる.も ちろん,昨 年度も白石教授や平澤所長
をは じめ として,極 地研究所の諸先生方や事務の
方々の ご努力により,整 備が着々と進め られてい
たため,順 調 な滑 り出 しが期待 され る.
また,既 に報道 されているように,第39次 隊
の阻石探査 で,約4100個の損石が採集 され,今
までの分 と合 わせ ると13000個を越 え る損石が
極地研 に保管 される事 となった.さ らに,今 年の
11月に出発予定 の第41次隊で も限石探査計画が
あ り,多 数の限石の収集が期待 されている.
以上のこ とを勘案すると,陽 石研究センターに
寄せ る外部 か らの期待 は,(1)除石研究 の文字
どお り日本の 「セ ンター」 としての役割 と(2)
南極除石の継続的な収集 とそれ らの分類 ・配分で
あろうと思われる.
(2)につ いては,約13000個とい う数 を考 え
れば容易ではない.小 島助教授 によると,面 白そ
うな限石は一割程度 なので,ま ずそれ らか ら分類
を行 う予定であるとのことであるが,そ れで もそ
の数は膨大であ り,今後の探査で さらに増大 を続
けよう.分 類作業は,薄 片の製作,偏 光顕微鏡に
よる観察,エ レク トロン ・プローブ ・マイクロア
ナラ イザー　(EPMA)による化学分析,全 岩化
学分析等の手順があ り,最終的には研究者による
明石 タイプの決定がある.ま ず薄片の製作 と全岩
化学分析は,専 門技術者の数 を今後如何 にして確
保するかが大 きな問題 となる.研 究者 に よる観
察 ・分類 もどれだけの人数 と時間が確保 出来るか
であ る.
一般的に,日本ではこの ような分類 ・記載 とい
った基礎的 ・基盤的な作業や研究が軽視 される傾
向が あるように思 える.自 然科学 分野で 「モ ノ」
に依存 した物質科学では,基 礎的な分類か ら始め
て,新 しい 「モノ」 を発見 しさらに新 しい成果 を
得ることが基本にあるように思われるが,陽 石分
野で は,最 近は新 しい器械でデータを出 して早 く
論文 に仕上げる事 に重点が置かれてい るようで も
ある.基 礎 となる 「モノ」(阻石)は 既 に分類 さ
れて存在 し,申請すれば手に入るもの ど 一般の研
究者 には思われている.実 は,分 類は,か な りの
技術,経 験 と時間が必要なのである.ま ず これが
正 しく評価 されねば ならない.日 本では,「キ ュ
レー ター」 とい う言葉が定着 しておらずかつその
評価 も低いの も問題の一つであろう.
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分類作業 については,今 までは極地研 のスタッ
フが少なか った事 もあ り,外部の研究者の協力 に
よる ところも多かった.今 回スタッフが増 えたの
で,一 般的 には外部の研 究者から見れば,こ れで
安心 と言 う気持ちになるだろう.し か し,増員は
2名であ り,分類すべ き明石の数を考えれば,今
まで どお りとはいかない まで も,あ る程度は外部
の研 究者の援助を仰がねばならないだろう.も ち




まる とい う形態の依頼は どうか と提案 したい.つ
まり,面 白そうな除石か ら分類作業 を行 うとの方
針なので,極 地研が主導権 を執 ることを前提 とし
て,ま ず大 まかな 目視 による分類 を行い,キ ュレ
ー ター(損 石セ ンター)が 適当と判断 した阻石 に
ついてその種類の隅石 を研究の対象 としている研
究者にそれ以後の分類 を委託す る.そ の限石につ
いての研究結果 ・成果の発表方法や以後の研究方
法(コ ンソーテ ィアムにするか どうか等)に つい
てはキュ レーターと十分な打 ち合 わせの もとに進
める.こ の ような委託であれば,単 純 な機械作業
的分類 をお願いす るよりは,外 部の研究者の協 力
を得やすいのではないか と考える.こ れをうまく




思 う.情 報が行 き渡るにつれて外国に在住する研
究者 も同じような認識を持つであろう.しか し,配
分作業に関する労力 も陽石セ ンターのスタッフの
負担 となる.こ の作業は簡単 に外部委託 とはいか
ないからである.分 類 と配分の作業 をまとめて陽
石セ ンターのス タッフ間での仕事量の公平化 も必
要 となろ う.あ るスタ ッフのみ に負担が集中 しな
いようにお願い したい.分 類 と配分の作業量がス
タッフ自身の研究活動に関係 してくるからである.
ただ,配 分 については もっ と基本的な問題があ
るように思える.南 極陽石 については申請すれば
手 に入 り後は自由との認識が定着 している.し か
し,一 般 に地球産試料 について は採 集者 に依頼
し,成 果の発表等 についても採集者 との調整が要
求 される.採 集 と行為が研 究の重要な一部分であ
る との認識によるもの と思 う.南 極阻石について
は,天 から降 って きて,そ して極地研か ら送 られ
て くるとい う,配達の遅い無料の通販の イメージ
である.逆 に採集者の権利 をあまり強 く主張され
ても領有研究の進展上問題である.地 球の石と違
って国費 を使って採集 しているではないか との意
見 もあろうが,地 球の石以上 に時 間が必要で命が
けの採集である事 を十分に理解 しなければ ならな
い.除 石試料 を請求す る側の態 度 にも関係が あ
り,請求の仕方や量については研究分野 と申請者
の性格 にも拠 るようである.分 類 ・記載的研究や
キュレーターに対する評価や採集者への感謝の念
が最低 限必要ではないか と思 う.
陽石進化研究分野は,初 期太陽系の進化過程を
元素の動 きで捉え,い ろいろな出来事に年代 を付
けることが主 な目標 となっている.新 たに設置 さ
れたSIMSを安定 的に稼 働 させ,　SEMさ らに既
設のEPMA等 最先端の機器を駆使 し,各 ス タッ
フが成果 を挙 げて くれる事 を期待 している.分
類 ・配分作業等多 くの仕事があるが,ス タッフの
方々のこれまでの実績からみて,そ れぞれの専門
分野で十分に実力 を発揮 して くれる事は確実であ
る.南 極限石の分類 と配分のセンターと してのみ
な らず,日 本 の限石研究 の 「セ ンター」 として,
世界への情報発信を期待 している.幸 い これ まで
も,海 外か らの出席者 も多い南極韻石シンポジウ
ムや,外 国人の レフェリー も加えて 日本の出版物
と して海外 で も評価 の高 いAntarctic　Meteorite
Researchがあ る.こ れ らは,極 地研 の所長以『ド
多 くの教職員の方々や故永田武先生の長い間のご
努力 とご理解があって,日 本で主催 されるもの と
しては,国 際的にも 「インパ ク ト」の大 きなもの
となっている.今 後の継続 とさらなる発展に期待
したい.





るほ ど 「モノ」の重要性が増す.さ らに増えるで
あろ う南極明石 を人類の遺産と捉え,長 期的 な観
点か らの取 り組 みをお願い したい.こ の分野は
「継続 こそ力 なり」の面も強い ように思われる.
最後に,所 長以下,極 地研の関係者の方々に限
石セ ンターの設立について篤 く御礼 申し上げると
同時に,今 後の極地研 における陽石研究への さら
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平 沢 尚 彦
1.は じめ に
第38次 南 極 地域 観 測 が1997年2月 か ら1998
年1月 に行 わ れ た.筆 者 は大 気 グル ー プ の研 究
観測 「南極 大気 ・物 質循環 観測計 画」 を担 う一 人
と して南極 大 陸の奥深 く ドー ムふ じ観 測拠 点(以
後,ド ー ム 基 地 と記 載 す る)に 入 っ た(平 沢,
1998;1999;1」1内他,1999).南極 内 陸で 越
冬観 測 を行 うことは現 在で も困難 を極 め,長 期 間●
にわた り越 冬観 測 が運営 され てい る基 地 は,現 在
で は,南 極点 の アム ンゼ ン ・ス コ ッ ト基地(ア メ
リカ)と 東南 極稜 線 東 部の ボ ス トー ク(ロ シ ア)
だ けで ある.日 本 は,氷 床 深層 コア採 取 のため に
36次か ら38次 の3年 間,東 南種 種 線 上の 西 部 に
位 置す る ドーム基 地で越冬 観測 を行 った.本 稿で
は,主 に東南 極内 陸の気 象 につい て,こ れ まで の
知 見 を概 観 し,ド ーム基地 で の観 測結 果 の一部 を
紹 介す る.
2.南極大陸規模の大気の平均像
南極大 陸上 空の大気環境の断面図 を図1に 模
式 的に示す.南 極大陸は縁辺部か ら内陸に向って
急激に高度が上が り,徐々に傾斜が緩やかになる.
内陸では,大 陸氷床の表面が"放 射冷却"現 象に
より冷えてお り,大気を下か ら冷や している.そ
のため,氷 床表面近 くの大気は地表付近ほど気温
が低 く,上 に行 くほ ど気温が上が る"気 温逆転
層"を 形成 している.ド ーム基地の観測 によると
その厚 さは300m～500mくらいである.我 々が




冬期間 にはほぼ毎 日晴天降雪(ダ イヤモン ド・
ダス ト)と呼ばれる降雪が続いた.ド ーム基地ほ
どの低温(-40℃ 以下)に なる と,空 気中の水
蒸気が凝結する場合には,水 蒸気(気 相)か ら直
接氷の結晶(固 相)に なる.こ の凝結過程は昇華
と呼ばれる.す なわち,雲 や降水中に水滴は存在
?
しな い(た だ し,夏 季 には水雲 と思 わ れる雲が 観
測 され た.).気温 一30℃ の空 気 中 の飽和 水蒸 気
量 は20℃ の場 合 の2.2%(水 に対 す る飽 和 水 蒸
気 か ら計 算)し か な く,-50℃ の場 合に は僅 か
0.16%(氷に対 す る飽 和 水 蒸 気 か ら計 算)で あ
る.ド ー ム基 地 の よ うな低温 空気 中に含 まれ る水
蒸 気の量 は 日本 な どに比べ圧 倒 的 に少 な く,南 極
内陸で昇 華形 成 される氷晶(ダ イヤ モ ン ド・ダス
ト)の 質量 も相対 的 に非常 に少 ない こ とが 予想 さ
れ る.雲 のな い晴 天の 空か ら降雪 が あ る ように見
えるのは こ うい った事情 を反映 してい るの である.
それで も,南 極 内陸の 上空 には ダイヤモ ン ド ・ダ
ス トが いつ で もあふれ てい て,虹 や太 陽の まわ り
の"か さ"を は じめ様 々 な光 学 現 象 が見 られ る.
瞬 間的 に見れ ば微 量 な ダイヤ モ ン ド ・ダス トが常
時 降 り続 ける こ とで巨 大 な南 極大 陸氷 床 を酒養 し
てい る可 能性 は大 き く,今 後の科学 的 な興 味で あ
る.
次 に大 気 の流 れ を見 る.傾 斜が 比較 的大 きな領
域 で は,大 陸氷床 の表 面で冷 や され重 くなった大
気 が 斜 面 の 下 に滑 り落 ちる カ タバ風(斜 面'ド降
風 〉 が 発 達 す る.図2　 (Parish　and　Bromwich,
1987に加 筆 〉 に は,矢El]でカ タバ風 の 流 れ 方 の
空 間分 布 を示 す.カ タバ風 は主 に地 上 か ら高 さ
100mく ら い の 層 内 に 発 達 し,対 流 圏 の 厚 さ
(7000m～10000m)と比 べ る と2桁 も薄 い層 内
の現象 で ある.そ れ に もかか わ らず,広 大 な空 間
的広が りを持 つ ことや安 定 して流 れ てい るこ とか
ら,南 極 大 陸上空 の大 気環境 に大 き く影 響 して い
る.図1に 模 式 的 に示 した 大 陸 上 空 の 下 降 流 は
カ タバ風 の存 在 を根拠 に して予想 されてい る.因
み に,現 在 で もこの下 降流の 直接 的 な観 測 は行 わ
れて い ない.
ダイヤモ ン ド ・ダス トとカ タバ風 は,瞬 間的 な
量 や鉛直 スケ ールが小 さい に もかか わ らず,水 平
の広が り,時 間 的な継続 性 のた めに南極 大陸,あ
るい は地 球規 模 の大 気 ・水循 環 に影 響 を持 って い
る とい う共通 点 は興 味深 い.
南 極 大 陸 は ロ ス海 と ウ ェ ッデ ル 海 とい う2つ
の大 きな湾 に よって西南 極 と東南極 とに分 け られ
るが,そ の広 が りは圧倒的 に東 南極 の方 が大 きい.
ドー ム基 地 は東経39.7度,南緯77.3度に位 置 し,
図2の 等 高 度 線 が 示 す よ う に東 南 極 大 陸 の 中心
部 を走 る主 稜線 上 西 端部 にあ る(Fで 示す).地
形 的 に見 れば南極大 陸 の中心 に近 い ところ と言 え
極 地1再 三 コ.一 ス1.19
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図2　 Parish　er)d　Brumwrch　〔1987)に よ る 力 タ バ 風 の 流 纏(矢[Pの 太 線).太 い 謝.白線 は標 高3000mと3500mを 示 し.Sは 「1研田,[地、Mは み
グ ま},「二.「:ま ドーt、1,C;:/、V.ま沐 ス トー ク1,[亡〔Lシ ア.　 SPぽ ア ム ンkン ・kコ...ト基:r;.:アメ リ ん の'齎巧を 示 す
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る だ ろ う.標 高 は3800mを超 え,年 平 均 気圧 は
約600hPaと中 緯 度 で は約4500mの高 所 と同 じ
で ある.カ タバ風 は この 主稜 線 を中心 と して沿 岸
に 向か って大陸 を吹 き下 りてい る.尚,ド ー ム基
地 は カ タバ風 帯 のず っ と高所 に位 置 す る.
3.南極大陸上 での ブロッキングの形成 と ドーム
基地の気象





と,ま た,内 陸での観測が困難なことから,平 均
● 像 以.ヒの興 味が持 たれに くカ'・たため と思 われ
る.日 々の天候変化が小 さいことは,人 工衛星デ
ータの解析を基 にした雲 分布 図でみずほ基地(沿
岸か ρ)300km内陸)付 近 よ り内陸 に向って雲量
が大きく減少 していることに現れているし,実際
に ドーム基地での観測結果 もそれを裏付 けた.
一方,顕著 なブロ ッキング現象が時 々南極大陸
上 に形成 し,内 陸の気温や雲分布に大 きな影響 を
及ぼ していることが最近の研究か ら分かってきた
(平沢 と山 内,1994,1995).我々の ドー ム基 地
での越 冬観 測 の 日的 の 一・つ はブ ロ ッキ ング形成 時
の内陸 の雪 面温 度,気 温,雲 量 の推 移 を観測 に よ
って明 らか にす る こ とであ った.
ドー ム基地 周辺 の大気 に明 らか に影響 を及ぼ し
たブ ロ ッキ ングは越 冬 中 に数回あ った.こ こで は
そ の う ち の6JJの半 ば に起 こ っ た イベ ン トの 観
測結 果 を示す,尚,時 間 は現 地時 間 を使 う.ド ー
ム基 地 は 昭 和 基 地 と同 じ く世 界標 準 時 よ り3時
間進 んで い る(H本 よ り6時 間遅 れて い る).
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図4ブ ロ ッキ ング高気圧形成時期(1997年6月15日 ～23日)の ドー ム基地の地上気圧(点 線)、気温(細 実線)、風速(太 実 線).日平均雲量を数
字で、 ゾンデ放球 時を下部の時間軸の上側 にS印 でそれぞ れ示す.
??
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る.ブ ロ ッキ ング高気圧 を図中 の矢 印の先 にH印
で示 す.こ の高 気圧 は20日 には切 離 し南 極 内 陸
に孤 立 した.図4に ドー ム基 地 の 地 上 気 圧,地
上気 温,風 速 の 時系列 を示 す.ド ーム基 地 にお け
る気 圧 の 上 昇 は16日 か ら始 ま り,4日 足 らず の
間 に36hPa,特に17,18日の2日 で26　hPaの上
昇 があ った.気 温,風 速 ともに この間 に ピー ク を
示 した.気 温 は約40℃ も上昇 し,最 高 一29.2度
を示 した.こ れ は夏 の 気 温 で あ る.風 速 は38次
越 冬 中の年 間最 大風 速 とな り,15m/sを超 え た.
図4の 下 端 に は 目視 観 測 雲 量 の 日平 均 値 を 数
字 で,ま た,高 層 ゾ ンデ観 測 の 頻 度(最 大4回/
日)をS印 で書 き込 ん だ.雲 量 が 多 か った の は
気温 や風 速 が極 大 を示 した17日 後 半か ら18日 に
か け てで あ っ た.19日 は 雲 が 全天 を覆 い 雲量 は
10であ ったが,全 体 に薄 く空 や星 が 透 け て 見 え
た.高 層 気 象 ゾ ンデ の観測結 果(図 に示 さず)か
らは,ブ ロ ッキ ングの形 成 に伴 って,対 流 圏の全
層 で気温 と湿 度 の上 昇 が観測 され,普 段 は対流 圏
全 層 で10m/s以下 の こ とが 多 い風 速 が20m/sを
超 え た こ とが捉 え られた.
こ こで,ブ ロ ッキ ング形 成の時 間変化 と ドー ム
基 地の 気象 の 変化 との関 係 を ま とめ て お く.図3
と同様の高度場 の時 間変化か ら,ブ ロッキ ング高
気圧 の強化 にともなって18日頃に高気圧縁辺の
気圧傾度の大 きい領域が ドー ム基地上空を通過 し
たことが分かる.ド ーム基地で気圧の時間変化が
最 も大 きかったのが17日と18日であ り,上記に
対応 していると考えられる.そ の頃,気 温の極大
値,雲 量10の厚い雲が観測 されてい るこ とが注
目される.高 気圧縁辺の気圧傾 度の大 きい領域は




れた と考えられる.気 温の極大 には暖気移流 と雲
形成に伴 い放出 された潜熱の両方が貢献 している
だろう.地上気 温は雲の温室効果や鉛直混合によ
る逆転層の弱 まりも影響 している可能性がある.
4.大規模大気循環 場と南極上空での ブロ ッキン
グ形成
地球の大気は回転球面上で運動す るためロスビ
一波 と呼 ばれる波動が大規模大気場 を伝わること
が知 られている.こ こで解析 したブロッキングは,
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してい る こ とが 分 か って きた.
図5は,波 動 の 分 布 と波 動 の エ ネ ルギ ーの 流
れ を示 した もので あ る.大 西洋 の 高緯 度 に形成 さ
れ た高 気 圧(偏 差)か ら南 極 大 陸 に 向 っ て低 気
圧,高 気圧(ブ ロ ッキ ン グ高 気圧),低 気 圧 と連
な ってい る(太 い 矢印).こ うい ったパ ター ンは
wave　trainと呼 ば れ る.　wave　trainに沿 っ て,
波動 のエ ネルギー 流束(細 い矢 印)が 南極 大陸 に
向 って い る.
5.結論
今回の ブロ ッキ ングの観測結果 を図6に 模式
的 に示す.ブ ロッキング高気圧の形成は大規模大
気循環場が引 き起 こす低緯度側か らの波動のエ ネ
ルギー伝播 に密接 に関連 して いる(図6の 太い
破線矢印).南極域でのブロッキング高気圧の顕
在化に伴い,高 気圧の西側で地役1風が暖気 と水蒸
気 を低緯度側か ら運んだ.大 規模大気循環場が作
り出 したブロッキ ング高気1.Eは,南極大陸の外か
ら内部へ熱(暖 気)と 水蒸気を輸送するポンプの
役 目を果た していると言 える.
これまで考え られて きた南極内陸の平均像的な
齎わば静かな大気循環に対 して,ブ ロッキングに
伴 う大気循環 は気温,風,湿 度等の内陸の天候1に








半球では高気圧(低 気圧)の 中心 を左(右)に 見
る方向で風が吹 く.ブ ロッキ ングや 日本付近を数
日毎 に通過する高気圧,低 気圧 をは じめ1000km
程度以上空間スケールの現象に関 して,地 ヒの摩
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グロ ーバ ルな気候 システ ムの中 で,極 域 は冷源
域 としての 役割 を果 た してい ます.太 陽 か らの放
射 エ ネルギ ーを受取 り,一 方 その温 度 に応 じた赤
外 放射 を放 出 し,そ の バ ラ ンスで 地球全 体 の気候
は決 まって い ます が,場 所 毎 には この バ ラ ンスは
成 り立 って い ませ ん.受 け取 る熱 の過剰 な場 所 は
低緯 度熱帯 域 であ り大 気 一地表面 系 に とって熱源
とな ってい るの に対 し,高 緯 度極域 は放 出す る熱
が過剰 にな り冷熱 源 とな ってい ます.極 域 が冷 源
域 と しての役 割 を果 たす もとは放 射収 支 にあ りま
す.温 暖 化 を含 む気候 変化 の問題 の 中で,極 域 の
役割 は極 め て大 きいわけで す.こ う した,南 極域
にお ける放射 収支 が,ど の ように決 まってい るの
か,眺 め て きたの が私 の仕 事 です.
1949-52年の ノル ウ ェー ・イギ リス ・ス ウェー
デ ン3国 共 同 観 測 隊 に加 わ っ たLijequist以来,
この研 究の 歴 史は長 い ものです.私 も,一 ・歩で も
これ らの仕 事 に近づ き,で きれ ば乗 り越 えた い と
思 い,第20次 南 極 地域 観 測 隊 と して 初 め ての 越
冬で,内 陸 カ タバ風 斜面上 のみ ず ほ基 地 での観 測
を実施 しま した.以 来,こ の テ ーマは,必 ず しも
プ ロ ジェ ク トの大 きな課題 には な りませ んで した
が,私 自身 に とっ ては中心 的課 題 で した.　NOAA
衛星 の赤外 デー タに よ り雲 を検 知 し,放 射 収支 に
影響 を与 える雲 の分布,雲 のClimatologyを明 ら
か にす る課題 も,第28次 隊 に参加 す る前 後の 仕
事 で した,1992、93年 にNASAラ ン グ レー 研
究セ ン ター に滞在 した折 りには,衛 星 に よる大 気
外か ら見 た放射 収支 の研 究 を進 め,放 射 収支 に と
って の極域 の 役割 を考 え ま した.各 課題 は決着 し
たわけで な く,内 陸域 の雲 の影 響,そ の衛星 か ら
の検 知 の 問題 につ いて は,38次 隊 で の ドー ム越
冬観 測 で,平 沢 尚彦君 を中心 に仕事 が続 け られ て
い ます.
この ほ ど,上 記 テ ー マ に よ り,(社)日 本気 象
学 会 よ り学 会賞 をい た だ きま した.気 象学 を格段
に進 歩 させ る,あ るい は枠組 み を変 え るよ うな仕
事 を され た人 に与 え られ る賞 を,さ ほ どの 仕事 を
して いな い私 ご と きが いただ くのは,心 苦 しい思
いで あ ったので すが,こ のテー マの重 要性 か ら授
与 された もの と考 える こ とに してい ます.い ず れ
にせ よ,私 … 人で で きた研究 で はあ りませ ん.研
究 を進 め るにあた って,有 形,無 形 の ご支援,ご
助 力 をいた だいた,極 地研 内 外の皆 さまに,感 謝
す る次 第です.特 に指 導 教官 の 田中正之先生(東
北 大学 名 誉教 授),こ の分 野 を導 きい ただ い た川
口貞男先 生(極 地研 究所 名誉 教授)に は心 か らの
御 礼 を 申 し上 げる次 第 です.
一般 に,か ような賞 を授 与 され る と,こ れ を励
み に・一層研究 を進 め たい と皆 さんお っ しゃる とこ
ろですが,私 としては,も はや 自 らの 限界 を悟 り,
おかれ た状況 の厳 しさに鑑み,と て もそん なお約
束 はで きませ ん.こ こは一一・つ,若 い方 々に奮起 を
促 し,研 究 を進め論 文 を書 い て もら うべ くお尻 を











田 中 秀 二(生 物)
観測隊便り
3月
3月の上旬の天候は,低 気圧 の通過 に伴 う強風
(最大風速38.Om!s),下旬 には内陸寒気団の張 り
出 しによる低温(最 低気温 一25℃)とそれぞれ
記録的な気象に見舞われた.全 般的に風の強い日







いつ つ,夏 期作 業で使用 した装輪車の整備,デ
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観測の立 ち上げ,調 整作業が 本格 的に開始 され
た.
安全対策 としては,本 格的な野外活動の開始 を
前 に過去の事 故例に基づ き予防,対 処方法等 を目
的 とした安全研究会 を毎月月曜 日の夕食後に開催
した.
また,基 地内金棟の防火点検行い危険,問 題箇
所 をチェ ックし防火責任者 に改善すべ き事項 を通
知 した.29日には総合 防災訓練 を行い,各 人の
役割分担 を確認 した.
生活関連では,必 然的 に制約 の多い越冬生活の● 中で娯 楽行事 が重要 な役割 を担 い,ソ フ トボー ル
大 会,島 内 遠足 等が 行 われ た.
4月
4月の 天候 は,先 月 と同 じく全般 的 に不 順 な天
候 が続 いた.平 均雲 量 は4月 と して は最 多9.0を
記 録 した.特 に 中旬 か ら下 旬 に かけて ブ リザ ー ド
(B級3回)や 降雪,曇 天 の 日が続 きほ とん ど太
陽 は顔 を出す こ とが な か った.
基 地周辺 の海 氷 は,lm以 上 成 長 したが,と っ
つき岬付 近は約40cmと薄 く,予定 していたS16
への車両等の点検,回 収は,氷 上の安定 を待って
5月に行 うこととした.
基地では,連 続 したブリザー ドにより建物周辺
の除雪,道 路の除雪等本格的に開始 した.天 候不









でたが,全 般的 に順調 な観測を行っている.ま た,
今月か ら基地内LANを 利用 したホームペ ージに
よる準 リアルタイム気象情 報や医療情報が多 くの
隊員 に活用 されている.
生活関係 では,快 晴 日とな った7日,西 浦海
氷上で手作 りの桜 を囲む会が催 され,短 い秋 の1
日を楽 しんだ.そ の他スキー,剣 道等各種競技 も
盛んに行われている.
また,定 期検診等 も行われ越冬 隊員40名元気
で越冬生活 を送 っている.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面　(Mean　pressure,
　 sealeve])　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速 〔Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max,
　 Wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (mls)
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【極地豆事典】
南極の巨大地震
1998年3月25日,南 極 で 初 めて マ グニ チュ
ー ド(M)8ク ラスの 巨大地 震 が発 生 した .震
源 が バ レニ ー 諸 島付 近 にあ り(南 極 へ の 関心
の 薄 い地 震学 者 の 間 で はバ レニ ー の地 震 と呼
ば れてい る),南 極 プ レー ト内で起 こった初 め
て の 巨大 地震 で あ り,南 極 大 陸 で初 め ての 有
感 地震で あった.
その震 源情 報 は以 下 の通 りであ る.
発露 日時:1998年3月25日
03時12分24.7秒(UT:国 際標 準時)





表面波 マ グニチ ュ ー ド:8.0
地 球 上 の大 地 震 の ほ とん どは プ レー ト境 界
の 地 震帯 で起 こ って い る.特 に巨大 地震 は プ
レー トの沈 み 込み 帯 で起 こっ てい る.1896年
や1933年に 日本 の三 陸 沖 で起 こ り,津 波 の被
害 を もた ら した地 震 の よ う に,厳 密 に はプ レ
ー ト内 で起 こっ た巨 大 地 震 もあ るが ,実 際 に
は この よ うな地 震 もプ レー ト境 界 に接 近 した
地 域 で起 こって いた.
ところが,バ レニー諸 島付






年 に1回 程度の割合で起 こっ
ているが,地 球上 で最 も地震
活動の低い大陸 と して知 られ
てい る.ま た,南 極 プ レー ト
内の南大洋で何 年か に1度 程
度起 こるプ レー ト内大 地震 も
M6クラスの大 きさであった.
これ まで南極 プ レー ト内で
起 こ った最大 地震 はM7.0で,1970年2月8日,
火 山 島の デセ プ シ ョン島付 近で 起 こってい る.
この 時期,デ セ プ シ ョン島の 火 山活 動 は活 発
で あ った が,こ の 地 震 は火 山爆 発 に直 接 的 に
は関 係 な か っ た ようで,ア ルゼ ンチ ン島 にあ
る イギ リスの フ ァラデー基 地で 有感 で あ った.
したが って,火 山爆 発 に伴 う有感地震 以外,南
極 大陸 で 地震 を感 じた例 は なか った.
南極 で 巨大 地 震 発 生 の知 らせ を受 けた 昭和
基 地 の第39次 越 冬隊 の渋 谷 隊長 は,震 源 に最
も近 い フ ラ ンスの デ ュモ ン ・デ ュル ビル 基 地
(66°40'S,140℃1'E)にただ ちに異 常 の有 無 を
問 い 合 わ せ た.そ の 結果 「基 地 に居 た全 員 が
地 震 を感 じ,棚 か ら物が 落 ちた」 との 報 告 が
あ っ た.こ の報 告 か らは 日本 の気 象 庁 震 度 階
で は震 度3と 判 断 される.そ の後 出 され て い
る この 地 震 に 関す る諸報 告 で も,他 の 基 地 で
有 感 とい う報告 はな い.
また,海 洋 地域 で起 こった地震 であ るか ら,
津 波 の 発 生が 心 配 され た.昭 和基 地 の検 潮儀
の 記 録 をは じめ,南 太平 洋 の 島 々の 検 潮儀 に
も津 波 は 記録 され なか った.こ の 当時,南 極
大 陸 周 辺 の 海 氷 の 発 達 は 沖 合 い の200～
400kmで,検 潮 儀 に津 波 が記 録 され に くい 条
件 で はあ った が,大 きな津 波 が発 生 しなか っ
た こ とは確 か で あ る.
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